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市
民
と
共
に
～
か
し
わ
ら
っ
子

の
未
来
の
た
め
に
～

Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
る
交
通

事
故
未
然
防
止
を
！

議案・一般に対する個人質疑質問から

問　
学
力
向
上
プ
ラ
ン
と
今

ま
で
の
取
組
と
の
違
い
は
。

答　
学
力
調
査
で
課
題
が
わ

か
り
、
３
カ
年
プ
ラ
ン
を
作

成
し
た
。
新
た
に
、
指
導
主

事
な
ど
を
学
力
ス
ク
ー
ル
ア

シ
ス
ト
と
し
て
各
中
学
校
区

へ
派
遣
、
12
月
に
は
ぐ
く
み

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。

問　
学
力
テ
ス
ト
の
点
数
だ

け
が
学
力
向
上
な
の
か
。
教

員
、
教
育
委
員
会
が
め
ざ
す

学
力
向
上
と
は
何
な
の
か
。

答　
知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
「
生
き
る
力
」
を
育

む
。
学
力
調
査
は
学
力
の
一

部
分
で
あ
り
、
幅
広
い
学
力

を
育
て
る
こ
と
を
目
指
す
。

問　
学
力
向
上
に
は
塾
の
よ

う
な
成
績
別
ク
ラ
ス
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答　
様
々
な
個
性
を
も
つ
子

ど
も
た
ち
の
中
で
過
ご
す
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
対
立
命
題
で
質
問
し

て
み
た
。
空
調
整
備
、
夏
休

み
短
縮
や
放
課
後
補
習
で
意

欲
向
上
や
時
間
確
保
を
図
る

方
が
学
力
向
上
に
直
結
す
る
。

広
い
視
点
で
学
力
向
上
を
。

問　
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
の
策
定
予
定
を
伺
う
。

答　
平
成
30
年
度
を
予
定
。

問　
熊
本
地
震
を
受
け
、
重

要
性
が
増
し
て
い
る
。
策
定

の
前
倒
し
は
で
き
な
い
か
。

答　
被
災
者
支
援
の
遅
滞
や

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
鑑
み
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
喫
緊
の
課

題
で
、
平
成
29
年
度
以
降
は

そ
の
策
定
を
優
先
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
。

問　
熊
本
地
震
の
際
、
庁
舎

の
倒
壊
で
、
デ
ー
タ
の
破
損

や
取
り
出
せ
な
い
状
況
が
あ

っ
た
。
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
な
け
れ
ば

業
務
が
で
き
な
い
。
危
機
管

理
課
を
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル

に
移
設
し
た
よ
う
に
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
も
移
設
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
の

倉
庫
を
改
修
し
、
そ
こ
へ
移

す
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

要
望　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も

デ
ー
タ
も
市
民
の
財
産
で
あ

る
。
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取

り
組
み
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
早
期
策

定
も
要
望
す
る
。

市
民
の
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に

教
育
委
員
会
の
考
え
る

学
力
向
上
と
は
何
な
の
か

　

山
下
亜
緯
子

　

　
山
口　
由
華

かしわらっ子はぐくみプランと学校風景

問答問答問

答

答

要
望

問問答問

答要
望
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問　
「
安
全
マ
ッ
プ
」
の
活

用
や
危
険
個
所
の
把
握
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
健

全
育
成
会
に
よ
る
校
区
安
全

点
検
や
、
登
下
校
時
な
ど
に

教
職
員
や
保
護
者
、
児
童
生

徒
の
目
で
通
学
路
の
安
全
点

検
を
し
て
い
る
。

問　
道
路
水
路
管
理
課
の
交

通
安
全
対
策
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
警
察
、
交
通
安
全
協
会
、

学
校
、
各
種
団
体
と
連
携
し
、

交
通
安
全
教
室
、
学
童
指
導
、

自
転
車
ス
キ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
、
数
々
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

要
望　
あ
る
市
で
は
、
小
学

校
区
内
の
身
近
な
写
真
を
使

小学生通行時のイメージ

い
交
通
安
全
教
育
を
し
て
い

る
。
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

小
学
生
に
は
ス
ト
ラ
ッ
プ
式

の
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
、
自
転
車
に

は
、
Ｉ
Ｃ
リ
フ
レ
ク
タ
ー
を

取
り
付
け
、
事
故
発
生
ポ
イ

ン
ト
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
、

通
過
す
る
際
、
音
声
・
表
示

等
で
知
ら
せ
る
新
た
な
シ
ス

テ
ム
を
提
案
す
る
。

問　
ま
ち
づ
く
り
の
核
で
あ

る
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の

状
況
を
伺
う
。

答　
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

る
が
、
早
期
に
着
手
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

熊
本
に
行
っ
た
が
、

市
役
所
の
被
害
は
甚
大
で

あ
っ
た
。
災
害
時
に
市
民
の

命
を
守
る
こ
と
が
最
優
先
で

あ
り
、
民
間
の
力
を
活
用
し
、

財
政
の
平
準
化
を
図
り
、
新

庁
舎
の
整
備
に
早
急
に
と
り

か
か
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
公

衆
ト
イ
レ
は
廃
止
の
方
向
で

は
な
く
、
防
災
・
観
光
の
観

点
か
ら
、
新
設
、
ま
た
は
適

切
に
管
理
、
維
持
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

問　
道
路
交
通
網
の
観
点
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
ま
ち
の
発
展
に
は
利
便

性
が
重
要
で
あ
り
、
西
名
阪

自
動
車
道
の
Ｉ
Ｃ
設
置
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
優
先
順
位
を
明
確
に

し
、
市
民
の
声
を
十
分
に
反

映
し
た
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
柏
原
中
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
今
般
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
導

入
可
能
性
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
約
３
億
８
千
万

円
の
負
担
減
が
見
込
ま
れ
、

当
該
事
業
に
必
要
な
費
用
は

約
85
億
７
千
万
円
と
試
算
さ

れ
た
。
し
か
し
熊
本
地
震
の

発
生
を
受
け
、
教
育
委
員
会

で
協
議
を
行
い
、
校
舎
耐
震

化
工
事
設
計
業
務
委
託
料
を

補
正
予
算
と
し
て
提
案
し
た
。

今
後
も
、「
施
設
一
体
型
小

中
一
貫
校
」
の
設
置
に
向
け
、

費
用
の
圧
縮
や
施
設
の
複
合

化
を
検
討
し
、
地
域
の
合
意

形
成
を
図
り
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

要
望　
約
３
億
８
千
万
円
の

軽
減
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

総
額
100
億
円
を
超
え
る
事
業

で
あ
り
、
理
解
し
が
た
い
。

　
市
民
は
、
素
晴
ら
し
い
知

恵
の
持
ち
主
で
あ
り
、
市
民

意
見
は
未
来
の
柏
原
市
の
魂

で
あ
る
。「
仏
作
っ
て
魂
入

れ
ず
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

将
来
を
見
据
え
、
慎
重
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議案・一般に対する個人質疑質問から
市
民
と
共
に
～
か
し
わ
ら
っ
子

の
未
来
の
た
め
に
～

市
民
の
声
を
聞
く

Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
る
交
通

事
故
未
然
防
止
を
！

　

鶴
田　
将
良

　

冨
宅　
正
浩

　
中
村　
保
治

被害を受けた宇土市役所庁舎

問答問答要
望

問答要
望

問

答要
望

問答要
望
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は
難
し
い
。
も
し
今
年
度
末

に
赤
字
補
填
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
は
、
議
会
の
承
認
が

な
け
れ
ば
繰
出
し
出
来
な
い
。

問　
無
駄
な
税
金
の
使
い
方

が
あ
っ
た
と
思
う
が
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

答　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、

病
院
に
対
し
て
次
の
補
填
は

な
い
。

問　
財
政
調
整
基
金
が
９
億

７
千
万
円
程
と
い
う
こ
と
だ

が
、
庁
舎
建
設
基
金
か
ら
16

億
４
千
万
円
を
取
り
崩
し
、

市
立
柏
原
病
院
に
繰
り
出
し

を
行
っ
た
残
り
の
約
９
億
７

千
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に

積
み
立
て
た
と
い
う
こ
と
か
。

答　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

問　
毎
年
、
市
立
柏
原
病
院

に
対
し
て
、
繰
出
金
は
ど
の

程
度
の
金
額
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　
４
億
円
か
ら
５
億
円
程

度
と
考
え
て
い
る
。

問　
そ
れ
以
外
に
赤
字
が
で

た
場
合
、
ど
う
す
る
の
か
。

答　
庁
舎
建
設
基
金
廃
止
と

い
う
最
後
の
方
法
を
使
っ
た

今
、
こ
れ
以
上
の
赤
字
補
填

激
甚
災
害
被
災
者
支
援

補
助
金
ど
ん
な
補
助
？

柏
原
市
の
財
政
の

今
、
こ
れ
か
ら

柏原市総合防災マップと東京都発行『東京防災』

議案・一般に対する個人質疑質問から

発
達
段
階
に
沿
っ
た
講
義
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
府
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
連
携
し
人

材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

要
望　
学
校
司
書
・
司
書
教

諭・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を「
チ
ー

ム
学
校
」
の
一
員
と
し
て
位

置
付
け
、計
画
的
に
育
成
し
、

教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

問　
柏
原
市
内
各
地
域
に
即

し
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
昨
年
５
月
に
「
柏
原
市

総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
を
全
戸

配
布
し
、
今
後
も
周
知
・
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

要
望　
東
京
都
で
「
東
京
防

災
」
が
発
表
さ
れ
内
容
が
充

実
し
て
い
る
。
避
難
所
へ
の

持
ち
出
し
備
品
等
を
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
形
式
で
広
報
に
掲

載
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

問　
小
中
学
校
で
の
防
災
教

育
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
基
に
、
各
学
期
に
１
回
程

度
の
避
難
訓
練
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
注
意
喚
起
と

職
員
へ
の
対
応
の
確
認
を
し

て
い
る
。

要
望 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
お

皿
を
作
り
、
給
食
を
食
べ
る

な
ど
「
生
き
る
力
」
を
伸
ば

す
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
、
ま
た
災
害
時
に
は
民

生
児
童
委
員
の
お
力
を
借
り

る
事
に
な
る
の
で
、
区
割
り

も
問
題
な
い
か
検
証
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
！

「
チ
ー
ム
学
校
」

税
金
の
無
駄
遣
い
を

す
る
な
!!

　

山
本　
修
広

　
新
屋　
広
子

　

濱
浦　
佳
子

問　
学
校
図
書
館
の
充
実
と

そ
れ
に
関
わ
る
人
材
育
成
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
学
校
図
書
館
の
充
実
の

た
め
、
推
進
し
て
い
く
人
材

が
必
要
。
司
書
教
諭
を
９
割

の
学
校
に
配
置
。
学
校
図
書

館
支
援
指
導
員
の
活
動
範
囲

も
小
学
校
全
体
に
広
が
っ
て

い
る
。
昨
年
度
か
ら
柏
原
中

学
校
区
に
学
校
司
書
を
１
名

配
置
。
本
年
２
月
に
は
、
学

校
図
書
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

招
き
、
司
書
教
諭
と
公
立
図

書
館
司
書
の
合
同
研
修
会
を

開
催
。
今
後
学
校
司
書
・
司

書
教
諭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

対
象
と
し
た
研
修
の
充
実
を

図
る
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を

体
験
す
る
研
修
、
子
ど
も
の

市立柏原病院

問

答 問答

答

問問答

要
望

問答

要
望

問答問答 要
望
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議案・一般に対する個人質疑質問から

問　
市
の
財
政
の
見
通
し
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
前
年
度
と
比
較
し
て
歳

出
は
約
24
億
円
、
歳
入
は
約

28
億
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

約
４
億
円
の
黒
字
と
な
る
見

込
み
だ
が
、
庁
舎
建
設
基
金

約
16
億
４
千
万
円
を
廃
止
し
、

病
院
へ
の
繰
り
出
し
を
行
い
、

そ
の
残
額
を
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
た
こ
と
に
よ
る

黒
字
で
、
こ
の
廃
止
が
な
け

れ
ば
、
実
質
収
支
は
赤
字
と

な
っ
て
い
た
。

問　
今
後
の
財
政
運
営
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

今
後
の
財
政
運
営
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
持
続

可
能
で
、
自
立
的
な
行
財
政

運
営
を
行
う
た
め
に
、
行
財

政
健
全
化
戦
略
（
第
２
期
）

の
達
成
に
向
け
歳
入
の
確
保
、

事
業
の
統
合
、
縮
小
、
廃
止

等
を
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
、

健
全
な
運
営
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
様
々
な
増
額
の
ニ
ー

ズ
も
あ
る
と
思
う
が
、
し
っ

か
り
精
査
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
す
る
。

問　
こ
の
補
助
金
の
目
的
と

内
容
を
伺
う
。

答　
激
甚
災
害
で
本
市
に
避

難
さ
れ
る
場
合
の
被
災
者
の

救
済
が
目
的
。
被
災
地
か
ら

柏
原
市
内
へ
の
引
っ
越
し
費

用
一
世
帯
一
回
限
り
で
上
限

20
万
円
を
補
助
す
る
。

問　
転
入
先
の
紹
介
は
さ
れ

る
の
か
。

答　
住
居
の
あ
っ
せ
ん
は
し

な
い
。

問　
周
知
の
方
法
は
。

答　
広
報
か
し
わ
ら
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
で
掲
載
す
る
。

要
望　
そ
の
よ
う
な
方
法
で

被
災
地
の
人
た
ち
に
伝
わ
る

の
か
。
今
も
地
震
の
恐
怖
と

大
雨
の
心
配
を
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。
引
っ
越
し
費
用

が
被
災
者
を
救
う
こ
と
に
な

る
の
か
。
柏
原
市
と
し
て
も

厳
し
い
財
源
で
は
あ
る
が
、

本
当
に
手
を
さ
し
の
べ
る
の

で
あ
れ
ば
、
引
っ
越
し
費
用

と
い
う
枠
を
は
ず
し
て
、
柏

原
市
に
来
ら
れ
た
人
に
対
し

て
、
も
っ
と
柔
軟
な
対
応
を

さ
れ
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

問　
恩
智
川
多
目
的
遊
水
地

の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
設
置
に
対

し
、
憩
え
る
公
園
ス
ペ
ー
ス

や
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊

べ
る
広
場
を
設
置
す
る
考
え

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

広
場
は
野
球
や
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
い
た
だ
く
施
設
と

位
置
づ
け
て
い
る
。

要
望　
５
年
前
か
ら
こ
の
要

望
を
何
度
も
し
て
き
た
が
、

答
弁
は
、
市
民
や
議
会
に
も

意
見
を
聞
き
な
が
ら
案
を
示

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
今
回
提
案
さ
れ
て

い
る
の
は
、
メ
イ
ン
・
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
利
用

す
る
に
は
、
教
育
委
員
会
で

の
予
約
が
必
要
で
あ
り
、
有

料
と
聞
い
て
い
る
。
東
大
阪

市
に
あ
る
同
じ
施
設
で
は
、

平
日
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

て
い
な
い
と
管
理
人
が
言
わ

れ
て
い
る
。
住
宅
に
隣
接
す

る
施
設
で
も
あ
る
の
で
、
山

ノ
井
や
法
善
寺
地
域
の
住
民

の
声
や
要
望
を
し
っ
か
り
と

聞
き
な
が
ら
施
設
の
有
効
利

用
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

激
甚
災
害
被
災
者
支
援

補
助
金
ど
ん
な
補
助
？

柏
原
市
の
財
政
の

今
、
こ
れ
か
ら

憩
え
る
公
園
、
子
ど
も

た
ち
が
遊
べ
る
施
設
を

　

岸
野
友
美
子

　

乾　
　
　
一

　
橋
本　
満
夫

引っ越し費用で本当に救えるのか？

参考にした東大阪のスポーツ広場

守るべき柏原市の風景

問答要
望

要
望

答 問 答 問

答 問 答 答 問問要
望



6

議案・一般に対する個人質疑質問から
子
育
て
環
境
「
大
阪
ナ

ン
バ
ー
１
」
を
目
指
せ

私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ

と
を
決
め
な
い
で

　
奥
山　
　
渉

　
山
本　
真
見

水
地
整
備
予
定
地
の
一
部
を

利
用
し
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
設

置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
阪

府
と
の
協
議
の
中
で
仮
設
ト

イ
レ
、
日
よ
け
、
ベ
ン
チ
の

設
置
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公
募

や
ス
ポ
ー
ツ
広
場
以
外
の
利

用
と
し
て
遊
歩
道
、
憩
い
の

場
等
の
設
置
を
大
阪
府
に
要

望
す
る
こ
と
を
望
む
。

市
民
に
愛
さ
れ
る

　
　
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
小
谷　
直
哉

啓発を促すポスター

問　
ス
ポ
ー
ツ
広
場
事
業
の

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　
設
置
工
事
に
係
る
測
量

及
び
設
計
業
務
の
発
注
の
準

備
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
と

並
行
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
集
計
を
し
た
上
で
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
設
計
に

反
映
し
て
い
き
た
い
。

問　
完
成
後
の
利
用
時
間
と

料
金
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
利
用
時
間
は
、
９
時
～

17
時
、
夏
季
は
８
時
～
19
時

の
予
定
。
利
用
料
金
は
、
今

後
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
維

持
・
管
理
に
は
費
用
が
発
生

す
る
こ
と
や
受
益
者
負
担
の

観
点
か
ら
、
一
定
の
ご
負
担

が
必
要
だ
と
考
え
る
。

要
望　
大
阪
府
の
多
目
的
遊

要
望

問答問答

問　
今
年
４
月
か
ら
、
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、

職
員
へ
の
対
応
要
領
作
成
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
職
員
研
修
を
通
じ
意
識

改
革
に
努
め
た
。
ま
た
、
相

談
窓
口
を
障
害
福
祉
課
に
一

本
化
し
て
、
全
庁
的
な
協
力

体
制
を
築
い
て
き
た
。
対
応

要
領
に
つ
い
て
も
制
定
に
向

け
協
議
を
重
ね
る
。

問　
職
員
へ
の
対
応
要
領
策

定
に
あ
た
り
障
害
者
の
方
々

の
声
を
ど
の
よ
う
に
お
聞
き

す
る
の
か
伺
う
。

答　
関
係
課
と
協
力
し
て
作

成
し
た
素
案
を
、
障
害
者
団

体
や
関
係
機
関
に
お
示
し
し
、

協
議
を
重
ね
策
定
す
る
。

問答問答

要
望　

他
の
自
治
体
で
は
、

障
害
者
の
方
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
「
職
員
対
応

に
差
別
を
感
じ
た
経
験
」
や

「
障
害
者
が
必
要
と
す
る
合

理
的
配
慮
の
具
体
例
」
を
聞

き
取
り
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
素
案
を
作
る
前
に
、
障
害

者
の
方
や
ご
家
族
の
意
見
を

直
接
聞
く
よ
う
に
要
望
す
る
。

要
望

問　
支
援
学
級
在
籍
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
支
援
が
必
要
な
障
害
児

が
、
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

地
域
で
の
自
立
を
目
指
す
た

め
に
は
、
疾
病
を
早
期
に
発

見
し
、
適
切
な
療
育
に
結
び

付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
昨
年
よ
り
、

身
近
な
地
域
で
、
障
害
児
本

人
や
ご
家
族
の
抱
え
る
不
安
、

問
題
の
解
消
に
向
け
、
専
門

事
業
所
に
相
談
支
援
事
業
を

委
託
し
、
相
談
支
援
体
制
の

拡
充
を
実
施
し
て
い
る
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

各
課
の
連
携
を
一
層
密
に
し
、

問答

早
期
療
育
の
充
実
を
図
り
、

一
層
の
相
談
支
援
体
制
の
充

実
と
社
会
資
源
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。

要
望　
柏
原
市
に
住
む
全
て

の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成

長
と
、
子
育
て
世
帯
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
予
算

の
確
保
に
取
り
組
む
よ
う
要

望
す
る
。

要
望



支 出 額

返 還 額

項　　　目 内　　　　容 交付対象となる具体例

研究会や、研修会を開催するため必要な経費又は他の団
体の開催する研究会、研修会等に参加するために要する
経費

政務活動のために必要な先進地調査又は現地調査に要す
る経費

政務活動のために必要な資料の作成に要する経費

政務活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

政務活動、議会活動及び市の政策について住民に報告し、
PR するために要する経費

政策等に対する要望、意見等を吸収するための会議等に
要する経費

政務活動のために必要な事務所の設置、管理に要する経費

研究会、研修会、フォーラム（自治、
法律、経済問題等）参加費

先進都市視察、調査費

資料作成に必要な備品、消耗品費

日刊新聞、書籍代

市議会報告書、市政報告書印刷代

アンケート調査に係る作成費、通信費

議員控室に据え置くパソコン、プリ
ンター、印刷機等事務機器、通信費

国会議員等への陳情等に要する交通
費、旅費、宿泊費

要請活動及び陳情活動を行うために要する経費

研 究 研 修 費

調 査 旅 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

広 報 費

広 聴 費

事 務 所 費

要請・陳情活動費

政務活動費について

　政務活動費は、議員が調査研究に資するための必要な経費の一部として交付されるものです。本市議

会では、柏原市議会政務活動費の交付に関する条例により、議員一人につき月額４０,０００円を交付

しています。

　柏原市議会では平成１９年から政務活動費の使途を明確化するため収支報告書に領収書と会計帳簿の

添付を義務付け、政務活動費の執行の透明性が高められるよう努めています。

政務活動費の使途及び運用基準

平成 27 年度収支報告書

詳しい収支報告書は、柏原市議会ホームページに掲載しています。

http://www.city.kashiwara.osaka.jp/soshiki/gikai/

政務活動費収支報告書

（円）

※年度途中に、会派の再編などがあったため、交付額に差があります。

特集

１,９２０,０５７

０

１,０１１,６５２

１６４,５１０

７５,１８１

０

０

５７,５４３

０

１,３０８,８８６

６１１,１７１

１,４４０,０５７

３７,４３２

４４４,６３０

９８,３９１

９１,１１７

２３１,７５２

７,２００

１８３,６３１

３５,５３０

１,１２９,６８３

３１０,３７４

９６０,０１６

５００

７００

６３,６３４

４６,０１６

７０４,４０６

１４,７１８

１０８,３４９

０

９３８,３２３

２１,６９３

９６０,０６２

２２０,１６６

１３５,５１０

１９３,６７９

６８０

２２５,３５０

８１０

４０,９６４

０

８１７,１５９

１４２,９０３

８４０,０４４

０

０

４２,８４５

０

１２２,４７２

０

１１６,９７３

０

２８２,２９０

５５７,７５４

１６０,０１０

０

０

５６

０

０

０

５,８５９

０

５,９１５

１５４,０９５

支出内訳

研究研修費

調 査 旅 費

資料作成費

資料購入費

広 報 費

広 聴 費

事 務 所 費

要請・陳情活動費

９６０,０６４

０

０

２１,８６０

１５４,７９４

０

０

１２,１３４

０

１８８,７８８

７７１,２７６

４８０,０４６

０

０

０

４,２００

０

０

０

０

４,２００

４７５,８４６

会 派 名

交付額（利子含む）

柏原かがやきの会 公 明 党 日本共産党 市政クラブ 政 新 会 新風かしわら 会派に属さない議員
山 本 修 広

会派に属さない議員
濱 浦 佳 子
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柏原かがやきの会 公明党 大阪維新の会日本共産党 市政クラブ 政新会
個
人

個
人

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　  ○ ○ ○ ○ ○ 　  × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 第２回定例会に提出された議案

編集：柏原市議会広報委員会 委員長：田中秀昭　副委員長：岸野友美子 　　山本修広　小谷直哉　山本真見　山下亜緯子　奥山渉　

報第５号 柏原市市税条例等の一部改正について

報第６号 平成27年度柏原市一般会計補正予算(第12号)

報第７号 平成27年度柏原市国民健康保険事業特別会計(事業勘定)補正予算(第5号)

報第８号 平成28年度柏原市一般会計補正予算(第2号)

報第９号 平成28年度柏原市国民健康保険事業特別会計(事業勘定)補正予算(第1号)

報第10号 平成28年度柏原市国民健康保険事業特別会計(事業勘定)補正予算(第2号)

議第35号 工事請負契約の締結について

議第36号 柏原市の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について

議第37号 柏原市事務分掌条例の一部改正について

議第38号 柏原市立市民プラザ条例の一部改正について

議第39号 柏原市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について

議第40号 平成28年度柏原市一般会計補正予算(第3号)

議第41号 平成28年度柏原市国民健康保険事業特別会計(事業勘定)補正予算(第3号)

議提４号 柏原市議会委員会条例の一部改正について

議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長○

討
×

討

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

議　　　　案　　　　名議案
番号

9月2日から9月29日まで(予定)

 

※　会議は午前 10 時から始まります。

※　日程は、変更する場合もあります。

本会議

総務文教
委 員 会

本会議 本会議

市民福祉
委 員 会

建設産業
委 員 会

日 月 火 水 木 金 土

第３回 定例会

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。（可否同数の場合は除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。　　　　　　　　　　　　※定例会での議案審議、委員会審査、討論についての詳細な内容

・討論を行った議員は「討」と表記しています。　　　　　　　　　　　　　　　は、ユーチューブでご覧いただけます。

・賛成の場合は「○」、欠席の場合は「欠」と表記しています。　　　　　　　　https://www.youtube.com/channel/UCrAnoc0LDr-4rQjJxximcbg　　　　　　　　　　　　　　　

　

採　決

28　　29　　30　　31　 ９ / １ 　 ２ 　 　 ３

４　　５　　６　　７　　８　　９　　10

11　　12　　13　　14　　15　　16　　17

18　　19　　20　　21　　22 　 　 2 3 　 　 2 4

　５月に、３常任委員会が、事業の先進地に視察に行って

まいりました。

総務文教委員会（5月9日、10日）

「愛知県高浜市、市庁舎整備について」

「静岡県浜松市、施設一体型小・中一貫教育について」

市民福祉委員会（5月12日、13日）

「千葉県浦安市、浦安版ネウボラについて」

「東京都江東区、児童高齢者交流施設グランチャ東雲について」

建設産業委員会（5月19日、20日）

「福岡県飯塚市、e-ZUKAトライバレーについて」

「福岡県朝倉市、老朽危険空き家の適正な管理に関する条例について」

　各報告書は、市議会のホームページに掲載しています。

http://www.city.kashiwara.osaka.jp/soshiki/gikai/

常任委員会視察報告のお知らせ議員永年表彰

　全国市議会議長会第92回定例会において、「議員30年

特別表彰・10年表彰」を受賞されました。

　今回受賞された議員は、30年特別表彰、中野広也議員、

10年表彰、岸野友美子議員、

山下亜緯子議員、奥山渉議員、

大坪教孝議長です。
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